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1 はじめに

津軽平野およびその周辺の地域は，亀ヶ岡遺跡に1~表される多くの遺跨が立地し，東北地方の

考古学文化を考える上で極めて重要な地域であると考えちれている(村山ほか， 1984)。これま

での津軽平野における自然地理学の研究は，海津(1976)や村山ほか(1984)のような，地形

形成過程や潟水準変動などから平野の発達史を明らかにするものが多く 津軽平野における遺跡

と複元された古地明との関保を検討した研究は少ない。そこで本研究では，津軽平野の地形や気

按，古十三湖の海岸線変化など，主に自然地理学の観点から，津軽平野における縄文時抗以降の

選跨の立地，人間活動と自然環境との関係を明らかにしたい。

互 研究対象地域の概観

本州の北西端，津軽半島の南西部に位置する津軽

平野は岩木川によって形成された，南北50km，

西5"-'20kmに及ぶ広大な三角州や踊状地性低地で

ある。この津軽平野一帯は縄文梅進時以緯，ー

湖における海岸線の変化や静思山砂丘地帯の砂丘の

形成などにより，その地形環境に大きなが変化が見

られた地域であり それらの変化の中で亀ヶ開遺跡

に示されるような人間活動の痕跡が残されてきた重

要な地域でもある。そこで，市浦村から森田村まで

のおよそ30kmに及ぶ津軽平野北部一帯を調査対象

地域とする(第1図)。ただし，謡組村，結村に

しては，漉跡の存在が確認されるのが平安時代以降

からであるため，調査地域対象外とする。

班研究方法

第 1臨調査地域の概観

本研究では， GIS (地理構報システム)を荊いて研究を行う。国土地理続発行の2li5千分のlの

数値地関(地国画像)上に青森県教育委員会 (1998)の青森県遺轄地簡を基に研究対象地域周辺

の縄文時代以降の遺跡分布図を作成し，議ね合わせる。さらに，その上に青森県農林部農地計画
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課(1995)の小泊・金木・五所)I!藤の5万分のlの地形分類図を重ね合わせ 遺跡分布毘(第2図)

を作成する。次に，縄文時代前期・中期・後期・晩期・弥生・平安・中世・近世の8つに分額し，

年代ごとにそれぞれ作成し(第2国〉 縄文時代前顛から近世にいたるまでの各年代における

跡立地の特教や地形との関傑iごついて考察する。

言十三湖の海岸線の移動については 津軽平野におけるさ地理の変遷を行った海津(I976)を

用い，海岸線の海退速度を一定と佼定して，非代を古いほうかち顕に海水域 1 (約6000'"5000 

年前)，海水域 2 (約5000"'4000年前)，潟水域 3 (約4000-3000年前入海水域4 (約

3000-2500年前〉 海水域5 (約2500咋前-)の5つに分類した。ここから海岸繰の変化にと

もなう海水域を求め，各時伐71IJに非成し，第2図と重ね合わせ，時代ごとの揚罪線の変化にとも

なう遺跡分布の変遷について考察する。また，当時の檀生の変化と濃路の分布についての対誌関

係をみるため，安田(I973，1982)を参照し，津軽平野における自然環境の変化と遺跨の分荷お

よび変遷について考察していく。

W 津軽平野における遺跡立地と分荷

津軽平野の中でも研究対象地域内における遺跡数は 2005年現在 縄文時代前期から近撃に至

るまで，時代を議複する遺跡も含めおよそ175の遺跡の存在が確認されている。ここでは第2図を

用いて津軽平野全体での各時代における遺跡数とそれらが立地する地形的特徴，および遺跡分荷

の傾向について考察した。

縄文時代前期から近世にかけての名時代別に津軽平野全体における遺跡数とそれらが立地する

地形的特徴，および遺跡分布の傾向についてみると，縄文時代前期から近世までの全体を通して，

遺跡は主に山田野面上に立地している。山田野面とは，最終問氷期最盛期の海進に伴って形成さ

れた段丘面を指し 津軽平野周辺に広く分布している。また 縄文時代前期や晩期では遺跡の分

荷がみられない地域もあり 多少は遺跡の分布に偏りがみちれたが 津軽平野及びその周辺地域

全体としては，時代ごとの遺跡の立地場所にそれ迂ど大きな変化はみられなかった。

よって，次輩ではこれら会基に，津軽平野及びその周辺地域において時代を通して約8割以上

の遺跡が立地している埠影間 すなわち山田野面が広範冨に分荷し，田小農野貝塚や亀ヶ再選勝

ど縄文時代以降の代表的な遺跡が数多く存在する堺践山砂丘地帯に蕪点を当て，縄文時代以降

の遺跡の分痛と自然環境との関係について詳績に考察する。

V 府風山砂丘地帯における遺跡分布と地形環境

1. 遺跡の分布と地形との関係

2図の縄文時代前期から晩期までの扉風山砂丘地替における選勝の分脊に着目する。この図

から，遺跡は時代を通して，主に扉風山砂丘地帯む南部に分布する頬向がみられる。また，扉愚
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山砂丘地帯における南北の砂丘地

の分布をみると，北部に比べて南

部は砂丘地の分布も狭く，規模も

小さいことがわかる。よって，扉

風山砂丘地帯の南北では地形が異

なることが考えられる。そこで，

この違いについて検討するために

扉風山砂丘地帯の南端にある海食

崖の l地点(第3図)から，扉風

山砂丘地帯南部の地形について考

察した。その結果，下部は第三紀

本

1.前期

5.弥生時代

2.中期

写真扉風山砂丘地帯南端における海食崖

7.中世

， 

4.晩期

8.近世

- 厚手風山砂丘地得 _ :津軽山地 ~ヨ 沖積平野 ~，m，~ 十三澗 ・・・遺跡 ・・- 岩木川

第2図:縄文時代以降の遺跡分布図
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層の鳴沢麗，その誌上は出田野部受講成する山由野層によって形成されている騨風山南部地帯に

おける海食崖は， UJ田野鰭，鳴訳!読とも浅い谷によって切られていることが確認できた(写真 1)。

この浅い谷泣，末期の議議水準期に形成された開析谷と考えられ，扉風山砂丘地帯南部にいくつ

も存在し，地表面では浅い問地のような形態をして存在している。また，扉鹿山砂丘地帯議部に

おいて溜め池や沼が多いことも開析谷が存在するためであり，開析谷より水を許めやすい，地下

水のわきやすい環境を形成しているといえる。つまり 醇嵐山砂丘地帯南部では山田野轄・鳴沢

屠を切る浅い谷が存在することで この地域一帯は人間が生活を営むために必要不可欠な水を得

やすく，生活の場として過した環境であったため，遺跡が集中して立地したと思われる。

2. 遺跡の分布と気候の変化との関係

E本の縄文文化は 後氷期の気候変化と密接な関わりの中で成立・発展そして衰退していった

文化であると考えられている(安田1982)。また 気娯は植生の変生やそれにともなう人間の生

活空間にも変化を及ぼす 環境安決定する議喪な栗田の1つであると思われる。そこで，この節で

は主に安田(1982，1983)を参照し，調変地域調近における縄文時代前期から平安時代に至る

までの気候の変化を護元し これらと遺勝の分布の関需について考察する。

縄文時代前期は，気識も現在より2-30C高い，謹援な気候下にあった(安田， 1982)。この

時期，津軽平野およびその問辺地域は媛議帯落葉工広葉樹林に磯われ，人間が主活しやすい環境下

であったと考えられる。三内丸山文化の繁栄もこの時代のことであることが その 1つの裏づけ

であろう〈第3菌〉。

しかし，温暖な気候も中期の経わりから徐々に冷涼化し，植生も冷調帯落葉広葉樹林へと移行

する〈第3菌〉。遺跡の数は冷涼化が開始する中期には減少するが 後期には扉風山砂丘地帯南

部を中心に再び増加する。また，冷涼化するこの時期に 俳風山砂丘地帯における遺跡の立上が

見ちれ，さらに三内丸山の衰退・消失と亀ヶ岡文化の繁栄がこの時期にあたると考えられること

も興味深い(第3関)。

縄文時代娩期以降も気温は徐々に低下し 弥生時代には本格的な寒冷化がはじまった(第3菌〉。

県内全域は冷温帯落葉広葉樹林で覆われ 遺跡も大幡に減少し 特に堺旗山砂豆地帯北部では遺

跡はほとんど確認できず，南部のー南端付近でみられた。このような遺跡分者の変化は，本接的な

寒冷化により津軽平野北部での生活が困難になったためであると思われる。しかし，寒冷北が終

わり，再び温暖な気候に恵まれた平安時代には津軽平野周辺地域にて選勝は大揺に理加する。

このように気候の変化および、それに持う横生の変化は，遺跡の分おに少なからず影響を与えて

いると考えられる。しかし 縄文時代中期から後期にかけての燐農山砂丘地帯における遺跡の北

と気候の変化には対応関係がみられず むしろ寒冷{むこともない北へ移動するという逆の傾向

がみられた。そこで次節では 自然環境む変仕の lつで事る海搾線の変化と遺跡の変遷について

年代ごとに詳細に考察していく。
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年代〈年前)I 時代区分 i 植生本1 気候川 海水準変動 遺跡の変遷 文化*3

温暖 a 寒冷

現在
落葉紅葉樹事事

20告8総務 I弥生時代
弥生の小海退

…3000年前- ) 縄娩文期時代 冷温帯落葉E左翼長総本事
(プナ属・コナラ緩}

縄後文時期代

-4000年約一|

縄文中時期代
中期の'1、海退

燐南風部山に集砂阪中地帯
-5000年前… i

縄文前時期代

媛温帯落葉広葉樹林
(クリ属の主主大〉

-6000年前一

ビ(
縄文泌進燥感期

冷温得手事業法葉樹林
(海日海流本部海の上流へ入の昇鳩探英検語) -8000~手前 (ブナ謀議・コナラ属}

縄文早期時代
E 瞳個個軸酬酬酬情論伽 W甲厚司ーー----

10合001:手前一|
援要撃帯針葉樹林

¥i 海語低下期

第3図:縄文時代以降の環境変遷臨

*1:安m(1982) * 2 :安田(1982)内鴫・小島(1997) * 3 :青森県立郷土館 (1984)
脅森県史編さん考車部会 (2002)

3. 遺跡の分布と海岸線の変化との関係

第4図は揮水域の変化と遺跡の変濯を年代51IJ したものである。縄文梅滋最盛期に相当する

縄文時代前期には講岸線が内陸に深く入り込み，海水域は現在の五所川原付近にまで及んだとさ

れている〈渇水域 1)。この時期の遺跡は9割以上がUJ田野面上に分布している。つまり，この

時期の遺跡は，海進の影響を受けないよう，高台に集中して立地したと られる。

縄文時代中期から後期にかけては 揚水域は海退やそれにともなう岩木)11による沖積平野の形

成が活発北した時期に毒たり 特に温水域が著しく縮小したと られる〈揚水域2・3)。ま

た，燐風出砂丘地帯の北部に遺跡が分布し始めるのもこの時期かちであり，禅水域の縮小と遺跡

の北上には対応関採がある ちれる。

さらに，この扉嵐山砂託地帯における遺跡の北上は興味深いことにさ内丸山文牝が衰退した時

期と前後して起こった現象である。三内丸山遺欝は約5500--4む00年に栄えたムラの跡で，温暖

に繁栄した文化である。また 花粉分析の結果から 三内A山での賠住が開始するとと

もにナラ類やブナかちなる落葉広葉樹林は衰退し それもがクリ林に変化していったことがわか

る。よって三内丸山では，より安定した食料の供給および生活を求め 人間が落葉広葉樹林を取

り払い，その代わりにクリ林を造りあげたと考えられている。つまり，三内丸山寝返の最大の原

因は寒冷化にともないクリの栽培ができなくなり， これまでのクリ中心の余生活が営めなくなっ

たことにある られている(青森県史輔さん考古部会 2002)。そこで 人々は生活の場と
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間

同

本

海

唱』
も

潜水域3
(約4000~3000年前)

海水域1 満水域2
(*''16000...... 5000年前約5000""4000年前)

f 
d・・

、.

，-

海水域4 海水域5
(約3000""2500年前約2500年前"")

闇問問;櫛水域 E三三]:淡水域・・・ :遺跡

第4悶:海水域の変化と遺跡の変遷

して，採集のみではなく，漁労もできるところを選択し，当時まだ、内椅が広がっていた津軽平野

北部へと食料を求めて移動し えまおかつ 期退にともない海を求めて騨風山砂丘地帯の北部へと

北上していったのではないか られる。

しかし，三内丸山文北は冷涼化の中で衰退していったのに対し，それ以上に冷涼化する中で繁

栄した文化もある。それが亀ヶ開文化である。では 三内丸出は冷溢講落葉広葉樹林立覆われた

ことで文化が衰退し ムラが消滅していったのに対し なぜ同じように冷溢帯落葉広葉樹林に覆

われていた亀ヶ岡では文化が繁栄したのだろうか。

亀ヶ問遺跡が立地する周辺地域では 中期から後期にかけての揚退によって低地部は徐々に種

物に覆われ，湿地化していった(青森県立郷土館， 1984)。その後，溜地は徐々に乾地へと変わ

り，遺跡の立上がみられる約3000年前からようやく人聞が生活できるような環境になったのであ

る。つまり，三内丸山がクリの栽暗によって繁栄していたころ，穐ヶ岡周辺では海進の影響を受

けていたため，居住できる場所は丘陵地のみであったが，三内丸山が衰退した後，糊退が進むに

つれて丘陵地に加え低地などでもようやく生活できる空間が整ったと考えられる。つまり，亀ヶ

岡の人々は生活を営む空間を台地上ζ毘定し 埋積が進んだ亀ヶ岡周辺の紙溜地を水の供給源や

栽壊したクリを調理・加工するなど 食べ物を工夫するための補助的な諮問としてうまく利用し

ていたのではないかと られる(青森県立鶏土舘 1984)。亀ヶ関の人々は三内丸山の人々のよ

中心とすることで安定うにクリを栽培し 漁防に頼るだけではなく，主にクリの栽培を

した生活を営めることができるようになりそこに亀ヶ縄文化が発詳し繁栄したのではないかと

考えられる。つまり 漉跡の北上は単に海に食料を求めるためだけではなく 人間が生活できる

環婁が海退にともない徐々北北側にも形成されていったということも未唆していると考えられる。
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しかし，このような海水域の変化と遺跡の変還の対応関係は，縄文時代晩期以降〈渇水域4)

本格的な寒冷化が始まる(海水域5) と見られなくなる。遺跡の分蔀法北部ではほとんど薙認で

きなくなり，南部にやや集中する形態をとる。これは，懇命化にともない津軽平野北部での定住

が不可能となったことに加え，青蘇県南部で謡作が開始したためであると考えちれる。つまり，

換労や採集中bの自然に存権するものを直接利用するやり方から 自然灘境の変化の中で，白熱

をうまく利用して農産物(米)を生産するという間接的なやり方へと，食生活の対象および、獲得

方法が変化したためとであると考えられる。

以上のように，気挟変色に持う梅岸線の変化は遺跡の分蔀や人間の生活に明らかに影響を及ぼ

していると思われる。

VI おわりに
津軽平野およびその周辺地域における縄文時代以降の遺跡の立地と分事について，地形・気按・

海岸線の変化などの自黙環境の変化との関係について考察を行った。その結果 岳然環境の変住

と遺跡の変遷には明らかな対応関係が見られ，自然環境の変化は，文化の繁栄・表選など過去の

人間活動に影響を及ぼしていたことが明ちかとなった。今後も引き続き自然地瑚学・考吉学との

両方の視点から，自然環境の変化と人間活動との関わりそ研究することが，退去の自然環境や人

間活動を明らかピずる上で必要であると考える。
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